
○ 観光入込客数調査・・・２７６地点 ○ （単位：人、％）

・

○ アンケート調査・・・回答数３,０５４ ・

・ 対面聞き取り方式 ・

・ 四季毎に、年４回×県内１０箇所で調査 ・

・ 主な質問項目 ： 性別、年齢、居住地、旅行目的、消費動向、利用交通機関、満足度、訪問地点数　等 ・

○ 宿泊客数調査 ・

・ 観光庁が実施する宿泊旅行統計調査の結果を使用。

○ 山梨県観光入込客（実人数）は２，７３８万４千人であり、対前年比　＋４９．０％ ・ １年を春期（３～５月）、夏期（６～８月）、秋期（９～１１月）、冬期（１～２月及び１２月）に分け、比較した。
・ 日帰り客（実人数）は １，９２４万６千人であり、対前年比 ＋４５．０％ ・ １年のうちで秋期が８５７万人（構成比３１．３％）と最も多く、冬期が４６９万人（構成比１７．１％）と最も少ない。

宿泊客（実人数）は ８１３万８千人であり、対前年比 ＋５９．３％ ・ 前年と比べて最も伸び率が高かったのは夏期であり、対前年比７３．１％増加。一方、最も増加率が低かったのは冬期で

・ 県外客（実人数）は ２，２３２万９千人であり、対前年比 ＋６６．７％ 対前年比３６．８％増加。

県内客（実人数）は ５０５万５千人であり、対前年比 ＋１．４％
※県外客(実人数)には外国人を含む。

○ 観光消費額は、県全体で ３，０６６億円であり、対前年比 ＋１４．０％
１人当たりの平均観光消費額は、 １１，１９６円であり、対前年比 △２３．５％

<参考>
○  外国人延べ宿泊者数(確定値)は１６万７千人であり、対前年比 ＋５６８．０％ 　【出典：観光庁「宿泊旅行統計調査」】

○ 動向
■1月 新型コロナウイルスの感染拡大により、34都道府県で「まん延防止等重点措置」の適用を要請

本県はＧＺ認証制度による感染症対策が行われていたため、政府に対して「まん延防止等重点措置」の適用要請は行わなかった

■2月 県内で大雪を記録。山中湖52センチ、河口湖29センチの積雪（2月10日、13日～14日）

■3月

「やまなしグリーン・ゾーン宿泊割り（県民割）」を実施（3月14日～3月31日）

■4月 「やまなしグリーン・ゾーン宿泊割り（隣県割）」を実施（4月1日～10月10日）

■5月 GW期間中の観光入込客数が、前年と比べ増加（1日あたりの観光客数は1.8倍）

■6月 ワクチン接種証明等の提示によるグリーン・ゾーン認証基準（感染症対策）の緩和を実施（6月1日）

■7月 新型コロナウイルスのオミクロン株派生型BA.5「第7波」が流行

■8月 新型コロナウイルス「第7波」の流行により、県内新規感染者の公表数（1日当たり1,662人）が過去最多を記録（8月18日）

■9月
■10月

■11月

■12月 年明けの「やまなしグリーン・ゾーン旅割（全国旅行支援）」について、旅行代金等の割引額の引き下げを発表（12月16日）
各統計数値は、端数処理をしているため表中の合計値と個々の数値の合計が一致しないことがある。

新型コロナウイルスの県内新規感染者数が過去最多を記録した令和4年8月に次ぐ規模となった（1日当たり747人）

台風14号及び15号の影響により3連休の客足が落ち込んだが、前年と比べ観光入込客数は増加

約2ヶ月半ぶりに「まん延防止等重点措置」が全面解除

政府による外国人観光客の受入れや査証免除措置の再開（10月11日～）

～観光客のアンケート調査結果～

「やまなしグリーン・ゾーン旅割（全国旅行支援）」の実施（10月11日〜）

令和４年 山梨県観光入込客統計 調査結果（令和４年１月～令和４年１２月）

令和４年の観光入込客数は、対前年比＋４９．０％の
２，７３８万４千人となり、各圏域とも増加した。
構成比では富士・東部圏域が４４．４％と最も高い。

峡中は ５２２万４千人であり、対前年比 ＋４７．１％

峡東は ５０７万２千人であり、対前年比 ＋４７．３％

峡南は １９２万４千人であり、対前年比 ＋３９．８％

峡北は ３０１万８千人であり、対前年比 ＋３０．４％

富士・東部は １,２１４万７千人であり、対前年比 ＋５７．９％

属性別の１人当たり平均消費額 　県外日帰り客６，０６２円、県内日帰り客２，８９７円
　　　　　　　　　　　　　　　　   　　 　 県外宿泊客２３，４８８円、県内宿泊客１３，１２０円

自然（山岳、湖等）、歴史・文化（神社、美術館、ワイナリー等）、温泉・健康、スポーツ・レクリエーション（公園、遊園地等）、都市型観光
（農産物直売所等）、その他（道の駅等）、行事・イベントなど、県内の観光地や観光施設に対して、来客の利用状況を調査

圏域別の比較（実人数）

期別、月別の比較（実人数、３カ年比較）結果概要

【３カ年比較グラフ】

【期別構成比】

調査方法 ～観光庁が定めた「観光入込客統計に関する共通基準」に基づく調査（平成２２年４月より導入）

県外観光客の居住地

観光入込客数 構成比 観光入込客数 構成比

峡　中 5,223,724 19.1% 3,552,313 19.3% +47.1%
峡　東 5,071,598 18.5% 3,443,194 18.7% +47.3%
峡　南 1,923,554 7.0% 1,375,637 7.5% +39.8%
峡　北 3,017,805 11.0% 2,314,806 12.6% +30.4%

富士・東部 12,147,490 44.4% 7,692,467 41.9% +57.9%
年計 27,384,171 100.0% 18,378,417 100.0% +49.0%

圏域名
令和04年 令和03年

対前年比

（単位：人）

項目 令和元年 令和３年 令和４年 令和3年比 令和元年比 備考

春期 9,115,536 4,346,071 6,295,867 144.9% 69.1% ３～５月

夏期 9,925,989 4,523,411 7,827,769 173.1% 78.9% ６～８月

秋期 8,992,554 6,080,589 8,568,955 140.9% 95.3% ９～11月

冬期 6,611,433 3,428,346 4,691,579 136.8% 71.0% １～２月及び１２月

年計 34,645,512 18,378,417 27,384,171 149.0% 79.0%

春期

23.0%
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28.6%
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31.3%
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17.1%

月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

令和元年 2,693,001 1,993,830 2,682,456 3,089,717 3,343,363 2,564,119 2,836,986 4,524,884 2,883,764 2,774,922 3,333,868 1,924,602

令和３年 1,140,305 894,524 1,245,033 1,451,974 1,649,065 1,297,896 1,561,968 1,663,548 1,534,030 2,152,502 2,394,057 1,393,517

令和４年 1,843,952 1,047,886 1,837,554 1,994,303 2,464,010 2,014,160 2,448,461 3,365,148 2,678,886 2,908,796 2,981,273 1,799,742
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令和元年 令和３年 令和４年交通手段（複数回答）

旅行目的（複数回答） 旅行計画の参考資料（複数回答）

東京、神奈川、静岡、埼玉など、隣接する都県からの来訪者が多

い。

車を利用した観光客が圧倒的に多く、次いでJR在来線の利用が多

い。

自然や温泉を楽しむ目的での観光客が多い。 普段身近に接する人からの情報やインターネットでの情報を旅行の

参考とする観光客が多い。
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【３カ年比較表】

※コロナ前（令和元年）と比較するため、令和２年の数値は割愛


